
ごみの学習プログラム ～わたしたちのくらしと環境～

なごやのごみとリサイクルを学ぶ

ごみ非常事態宣言が出されて以来、ごみの処理やリサイクルの取り組みがどのように行われ、名
古屋市のごみが減ったのでしょうか。講義やバーチャルプログラムの体験、展示室の見学や調べ学
習を通して詳しく学習します。
４年生の学習「ごみのしょりと利用」を進めていく上で、少しでもお役に立つことができればと考えて

おります。多くの小学校でのご利用をお待ちしております。

◆対象学年 小学校４年生を中心に小学校中学年～中学校

◆内容

※ ご希望の時間に合わせて①②③のプログラムを組み合わせて実施いたします。

①バーチャルプログラム「ごみと資源とさんあ～る」

※ タブレットを使って、マスコットキャラクターの「コパ」との

対話やクイズで楽しく学習します。

②名古屋市のごみの現状についての説明

※「きょうどの学習」、ならびに環境局より各学校に届いています「ごみと資源とわたしたち」を

ご持参ください。

③ワークショッププログラム

※ペットボトルやアルミ缶を利用したリサ

イクル工作を通してごみや資源について

学びます。

【ごみと資源とさんあ～る」の一場面】

特別プログラム（ごみ）についてのご案内

ペットボトルを利用した
「ペットホルダー」

アルミ缶を利用した
「アルミCAN-CAN」

環境学習センターでは、「なごやのごみとリサイクルを学ぶ」を出前授業でも実施しております。
学校からのご要望があれば、学校へ伺って映像の上映をします。

【 出前授業を実施するにあたって】

※ 映像の利用のみなど、学校の要望に応じて実施します。

※ 「ごみと資源とさんあ～る」の上映を実施します。

※ 映像データやを再生できるパソコンとプロジェクターの準備をお願いします。


